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児童の走運動及び投運動の能力向上を目的とした
運動評価指標とその指導プログラムの開発

子供達の運動能力低下という社会的課題の解決に向けて！

・子供の運動能力低下が課題となっている一方、小学校や幼稚園では、適切な運動指導ができる教員数が減少。
・子供向け体操教室に通わせたいけど、良い指導＝高価となる傾向があり、保護者にとって金銭的な課題も。
・専門家が構築したによる運動指導方法は、殆どがアスリートを対象としたものであり、子供向けでないどこ
ろか、運動が苦手な子供の指導には全く適していません。

子供達の運動能力を適切に評価し、それぞれの能力や特徴に合わせた信頼性の高い運動指導
プログラムを廉価に提供することで、日本の子供達の運動能力の底上げを目指します。

小学校・幼稚園と連携し、１０００人規模のデータの収集・解析・検証を行うことにより、
信頼度の高い運動評価指標と運動プログラムを構築します。誰でも理解しやすい運動評価指
標によって、専門家でなくても指導が可能となります。また、運動ができる・できないに関
係なく、子供それぞれの特徴に合わせた指導方法を提供することができます。ボールを投げ
れる子と投げられない子では、そもそも指導するポイントが違うのです。
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評価指標と指導法

T.Urata

私の提供する評価指標と指導法は、専門家でなく
ても、容易に理解し、活用できることが特徴です。
指導者不足の中、課題解決の一助になると信じて
います。（浦田）

現在までに、投運動に関する
約750名分のデータを収集

投げられる子と投げられ
ない子で、指導ポイント

が異なる！
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